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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
腸炎ビブリオ感染症について、新型菌が二枚貝の流通ルートの拡大によって発生しており、中国系と

イスラム系の貝の加熱に関する食習慣の相違で発生状況が異なることを解明するなど、多様なディシプ

リンをもつ研究者による文理横断型の共同研究として、国際的にも注目される成果を挙げている。当初

目標に向け概ね順調に進展しており、コレラ菌に関して所期の研究が進まなかったことは、チクングニ

ヤ熱についての研究など、当初の計画にはなかった研究の展開で十分にカバーされている。研究成果の

公表、社会的還元も精力的に展開されており、今後の計画も具体的で、期待どおりの成果が期待できる。

今後は、東南アジアにおける食品衛生、食品に関わる環境衛生について貢献できるようなスキームが提

示されることが望まれる。 

検証結果    本研究は、東南アジアという広大な地域の感染症を対象にして、政治・経済・宗教・民

族など複雑で急速に変化する状況を背景に、個々の地域の実態の観察と、細菌学的な考察

を組み合わせたものである。人と物の移動と、人々の生活が関心の中心にあり、プランテ

ーションへの国境を超えた労働者の移動と移民の法的脆弱性、貝やエビなどの食品、ある

種の O157 菌に対する免疫の濃淡、観光を媒介にした国際的流行など、数多くの文理横断

的で重要な知見が得られた優れた研究であり、これからの学際的な研究の範例となるもの

である。 
 研究成果報告書の記述を読んだ範囲で、不足していると思われている視点をあえて挙げ

ると、歴史や時系列分析の視点が欠けており、分析が直近の現代に限られた静的なものに

なっている印象を持つ。労働移動や商品の流通についての時系列分析を含んだ疫学研究と

なると、さらに説得力がある研究になるであろう。 
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